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とうもろこし・ばれいしよ等に対する除草剤

アトラジンの使用と意義

古沢　典夫・佐藤　忠土・鎌田　信昭

（岩手県農試）

1．ま　え　が　き

除草剤は除草労力の軽減が主目的であるが，除草本位

の栽培から，作物本位・機械化本位の栽培体系を生み出

す力を秘めている事を忘れてはならない。麦のドリル，

全層栽培や陸稲の広巾無中耕，無培土栽培はその好例と

云えるであろう。

このような効果は必然的に生育処理剤が前程となるの

であって，ここにとうもろこしに対する7トラジソの登

場を見たことは誠に喜ばしいことである。とうもろこし

に対する無管理的省力栽培の可能性が示唆される。

東北地方における7トラジンの意義と効果について，

選択性の板橋にもふれながら略述紹介して御叱正を仰ぎ

たい。

2．PCPの効果の年次差について

畑除草剤も，2．4－Dから始り，31年頃からPCP時

代を迎えた。各作物に使えるいわば汎用的な除草剤とし

ては．すでに水陸両用のPCPから，畑専用のリニ1ロ

ソの時代に変っていると云えるであろう。ここでは一応

PCPの発芽前処理の効果の年次差を第1表に示した。

また，残存雑草重対標準比率の標準偏差は次のとおりと

なる。

だ　い　ず　　S＝19．2

とうもろこし　　S＝29．9

はれいし　よ　　S＝5．7

すなわち，とうもろこしではふれは極めて大きいが，

はれいしょはその5分の1で安定しており期待が裏切ら

れない。陸稲発芽前処理もばれいしょに近いが，大豆で

はほぼとうもろこし的な年次差を示す。発芽（新芽）期

間の長い捏発芽直前処理は有利で，短い作物程不利とな

るのであって，りこ1ロソでもほぼPCPに近い懐向が

認められる。

夏作物の播種期は北東北では乾燥期に当るのが通例で

あり，また低温期でもある。したがってメヒシバ・ツユ

クサなど，だらだらと遅発生する雑草と，除草剤の効果

の持続性とのタイミングがどうしてもづれやすい。

また，軽い火山灰土壌が大部分であって，乾燥および

強風によって除草剤の処理層が飛散する事も多いのであ
る。

PCPの効果の年次差の大きい事は，北東北での除草

剤の使用，特に発芽期間の短い作物については生育期処

理の必然性が気象・土壌条件からいっても極めて高いこ

とを意味する。

なお，特記すべき事は雑草の種類であって，とうもろ

こし・はれいしょは冷涼地帯に多く，タデ・アカザなど

とともにツエクサが優占であるから，ツエクサに有効な

ものが望まれていたにもかかわらず，従来そのような除

草剤は見出されていなかったのである。

3．とうもろこし畑に対する効果

1．40年度の成績

第2表のように，播種後全面土壌処理でアトラジソは

極めて強力であったが，メヒシバ・エノコログサなど禾

本科草にやや効果が劣った。このことは北海道でのりこ

ユロンとの混用の意義を裏付けるものであろう。

2．41年度の成績

生育期（6月21日）処理との反覆により各一年草にき

わめて有効で，6月30日の調査では皆無に近かった。交

7号を用い，5月14日に播種したが，薬害は認められな

かったので生育収量の調査結果は省略する。40年も害は

なく，ツユクサに卓効があり，また，生育期処理では禾

本科草にも有効な事を特記したい。

ツユクサの多いところで10（播種後）～10（生育期）

タ／α，少い所で7．5（播種後）～7，5（生育期）とし，

水8ゼ／釘に溶かし，生育期では中性展着剤少量を加用

する。生育期処理では，とうもろこしの生育如何にかか

わらず雑草5C爪の時期とする。

なお，グレイソ・ソルガム・ソルゴーの生育期処理も

有効で，やはり薬害が認められなかった。

4．ばれいしょ畑に対する効果（初期）

アトラジソは大豆・陸稲に対しては薬害が極めて大き

いが，はれいしょの崩芽前処理には有効であり．10g／
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第1表　昭31～41年におけるPCPの効果の年次差

牛 試　　　　　　験 年 次

比

位

比

比

位

注．37年からMCP lOを加用（馬鈴薯・大豆）
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第2表　40年度播種全面土壌処理における禾本科，非禾本科別残存雑草量（据当り2区平均値）
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第　4表　　禾本科草種別　雑草量

名

第　5　表　非禾本科草種別雑草量
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αが適当と思われる。ツユクサの多い所ではりこまロン　　がCl（ジンがつくもの）に限り，とうもろこしは耐性が強

に優る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。アトラジソは普通雑草に較ぺ30倍以上の耐性と考え

られる。その機構は，とうもろこしの体内成分によりCl

がOHに置換されて不活性化になると推定されているこ
5．生理的耐性の機構

Mcwhanter，Weeds9および11によれは，この位置　　とを紹介する。
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第6表　41年萌芽直前処理における禾本科， 非禾本科別残存雑草量（据当り2区平均値）
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第7表　42年度中間成績概要

斎果l薬害桓合叫㌫壷盲間怪童g／可除草薬 剤　　　　名 備 考
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第8表　S－Triaqine系除草剤の選択性

注．ED58は草丈，革勢を50％減少させるに要する除草剤濃度
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不活性化物

・．・・→分解

6．む　　す　　び

北東北では生育期処理が望しいが，アトラジソはとう

もろこし・グレイソ・ソルガム・ソルゴーの生育期処理

が可能であり，はれいしょの萌芽前処理も有効である。

また，ツエクサ・アカザ・タデなどに有効でこれらは

とうもろこし・ばれいしょ地帯に普遍的なものであり，

就中ツユクサに対しては今まで有効なものが少なかった

ので特にその意義は大きい。

特にとうもろこしでは，跡作の雑草が少なくなること

はもちろん，中耕培土の意義を低め，機械収穫を有利に

するであろう。このことは緩効性肥料の活用などによ

り，無管理的省力栽培の可能性と，今後の研究の方向を

示唆するものに他ならないと思われる。


